
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

津久井進、川元志穂、南野雄二、亀若浩幸、永井幸寿、岡林幸雄、曽我智史、敏森彩、武田純、中山泰誠、福島健太、吉江仁子、宮本英幸、黒

田修輔、久保直子、網本知晃、中園江里人、森川拓、伊藤明子（以上、弁護士）、奥田孝（元裁判官）、平井敏貴、石神健吾、佐井惠子（以上、

司法書士）、岩佐卓也（神戸大学教員）、風呂本武敏（元神戸大学教授）、田中孝彦（教育学者）、松井幸夫、川崎英明、長岡徹（以上、関西学院

大学教授）、井上琢智（関西学院大学元教授）、豊川義明（弁護士・関西学院大学名誉教授）、亀井尚也（弁護士・関西学院大学教授）、山中茂樹

（関西学院大学災害復興研究所顧問）、内田樹（神戸女学院大学名誉教授）、石川康宏（神戸女学院大学教授）、樋口進（夙川学院短期大学特任教授）、

前野育三（関西学院大学名誉教授）、金持徹（神戸大学名誉教授）、金持伸子（日本福祉大学名誉教授）、安達克郎、広川恵一、山岸範明、宮井正

三郎（以上、医師）、林田英隆（林田クリニック理事長）、法貴憲（兵庫県保険医協会西宮・芦屋支部支部長）、中西寛（作曲家）、原田孝一（西

宮甲陽園地下壕を記録し保存する会事務局長）、出口俊一（兵庫県震災復興研究センター事務局長）、奥山篤、鍋島浩一（憲法を生かす阪神連絡会）、

小川嘉憲（21世紀の武庫川を考える会代表）、堀千世子（西宮市鍼灸師会副会長）、小川碧（新婦人西宮支部）、鈴鹿胤美（母親連絡会事務局長）、

田村和子（消費生活コンサルタント）、本田寿久（会社社長）、松谷卓人（ZENKO兵庫）、三宅久美子（元ミヤケイングリッシュスクール代表）、

野田真之（元商社員）、岡田恭治（西宮市立中学校教員）、千葉直義、加藤良江、杉島寿美子、岡沢正男、藤原政俊（以上、元西宮市立小学校教

員）、上野祐一良、土居原和子、上田隆（以上、元西宮市立中学校教員）、上村ノブ子（元西宮市立幼稚園教員）、柳田陽子（あんず保育園園長）、

高木應光、先田業哲（以上、元高校教員）、いそみ恵子（兵庫県会議員）、一色風子、よつや薫、河崎はじめ、佐藤みち子、庄本けんじ、杉山た

かのり、まつお正秀、上田幸子、野口あけみ（以上、西宮市議会議員）、藤中三千春（年金生活者）、松浦秀明（生活保護受給者）、見澤光徳（労

組役員）、坂好夫（西芦地域労連）、満留妙子、増永栄、土居陽子、杉本博、太田雅子、花房勇三郎、桐谷敏弘、玉井昌子 

立憲主義と平和を守る西宮のみなさんへのアピール 

～私たち一人ひとりの尊厳と子どもの未来を守りましょう～             ２０１６年４月９日 

７０年前の西宮は焼け野原で、ＪＲ西宮駅のホームからは海が見えました。５回にわたる空襲で８２５人が亡くなりました。学徒出陣した関西

学院の学生は２８１人が戦死しました。「火垂るの墓」で小さな命を失った清太と節子の住まいは満地谷のニテコ池でした。 

日本国憲法のとる立憲主義は、一人ひとりの個人を尊重することを目的とし、権力が暴走して人権を侵すことのないように、憲法によって権

力をしばることを根本としています。そして、日本国憲法は、戦争への切実な反省から、憲法九条で徹底した平和主義をとりました。その下

で、歴代内閣は一貫して集団的自衛権は「行使できない」としてきました。その結果、日本は、戦後７０年間どの国とも戦争をすることがなかっ

たのです。ところが、安倍政権は、反対や慎重審議を求める多くの世論を無視し、国民投票による正式な憲法改正手続をとることなく、２０１５

年９月に新安保法制の成立を強行し、解釈で憲法九条の中身を変えてしまいました。これは、明らかに立憲主義に反しています。そして、現

政権が改憲の第一歩にしようとしている「緊急事態条項」は、立憲主義を壊し、独裁政治につながるとても危険なものです。 

日本を、そしてこの西宮の地を、再び戦火に巻き込ませてはなりません。清太と節子の悲劇をくり返さず、平和を子どもたちにつなぎましょ

う。そのためには立憲主義を守り、新・安保法制を廃止することが必要です。そこで、私たちは、この西宮で、主権者として一歩ふみ出し、一人

ひとりができることをしていく決意をしました。一人でも多くのみなさんに賛同いただきますようお願いいたします。 

                                                    
呼びかけ人（2017年 5月 12日現在） なお賛同人は 124名です 

                     賛同書             2017年  月  日 

いずれかの□にチェックをお願いいたします 

□呼びかけ人になる（お名前は公表いたします） □お名前公表の賛同人になる □お名前非公表の賛同人になる 

お名前：                        （肩書                      ） 

ご連絡先：メールアドレス                   （または Fax番号             ） 

メール・Faxいずれもご都合が悪い場合は、住所か電話番号をご記入ください。                                     

   住所あるいは電話番号：                                                   

上記「アピール」への賛同をもって、「立憲主義と平和を守る西宮の会」への入会といたします。入会金や会費は徴収い

たしません。アピールに賛同の方は、下記「賛同書」にご記入後、Ｆａｘしていただくか、メールにてご連絡下さい。ま

た、学習会等ご参加の際にご提出いただいても結構です。（Ｆａｘ番号、メールアドレスは裏面下にございます） 

ふりがな 


